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海
水
を
給
水
し
て
い
る
ポ
ン

プ
が
停
止
し
ま
し
た
。
給
水

が
止
ま
る
と
酸
素
不
足
で
死

亡
す
る
恐
れ
が
出
て
き
た
の

で
、
飼
育
池
に
空
気
を
送
る

ブ
ロ
ワ
ー
を
動
か
す
た
め
非

常
用
発
電
機
を
稼
働
し
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
時
間
が
た
っ

て
も
復
電
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、
発
電
機
の
燃

料
の
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
が
足

り
る
か
心
配
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
停
電
か
ら
十
一
時
間

後
の
十
二
日
午
前
零
時
五
十

分
に
電
気
が
来
て
、
ポ
ン
プ

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

翌
日
か
ら
も
計
画
停
電
が

五
日
間
あ
り
ア
ワ
ビ
、
マ
コ

ガ
レ
イ
等
の
種
苗
を
何
十
万

と
飼
育
し
て
い
ま
す
か
ら
給

気
を
送
る
こ
と
に
職
員
が
必

至
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

非
常
用
発
電
機
の
燃
料
が

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
行
っ

て
も
入
手
で
き
ず
、
ト
ラ
ッ

ク
や
船
外
機
の
燃
料
タ
ン
ク

か
ら
軽
油
や
ガ
ソ
リ
ン
を
移

し
、
何
と
か
乗
り
切
り
ま
し

た
が
、
あ
の
状
態
が
続
い
た

ら
、
飼
育
し
て
い
た
生
物
は

全
滅
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

想
定
外
の
停
電
時
間
で
す

が
、
普
段
は
電
気
で
海
水
を

ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
て
様
々

な
生
き
物
の
種
苗
を
大
量
に

飼
育
し
て
い
る
栽
培
漁
業
協

会
の
施
設
の
弱
点
が
焙
り
だ

さ
れ
た
思
い
で
す
。

　

今
夏
、
計
画
停
電
が
予
想

さ
れ
て
い
る
中
、
な
ん
と
か

停
電
が
な
い
よ
う
に
祈
る
思

い
で
い
ま
す
。
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平
成
二
十
三
年
度
予
算
が

三
月
二
十
四
日
の
評
議
員

会
・
理
事
会
で
決
ま
り
ま
し

た
。

　

当
協
会
は
昭
和
六
十
一
年

に
「
栽
培
漁
業
に
関
す
る
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
水

産
資
源
の
維
持
増
大
を
図

り
、
漁
業
の
振
興
と
県
民
生

活
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
今

年
で
二
十
五
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
は
、
今
年
度
を

目
標
に
公
益
財
団
法
人
へ
移

行
認
可
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
申
請
手
続
き
を
進
め
て
い

ま
す
。
認
可
後
は
、
新
た
に

公
益
財
団
法
人
と
し
て
事
業

を
継
続
し
、
漁
業
者
と
一
体

と
な
っ
て
栽
培
漁
業
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
マ
ダ
イ
、
ア
ワ

ビ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
マ
コ
ガ
レ

イ
の
種
苗
生
産
を
行
い
、
東

京
湾
並
び
に
相
模
湾
に
放
流

し
、
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ

め
と
す
る
水
産
団
体
へ
の
種

苗
供
給
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
業
界
か
ら
強
い

要
望
が
あ
る
ヒ
ラ
メ
な
ど
の

種
苗
を
入
手
し
、
放
流
し
ま

す
。　
　

そ
し
て
、
栽
培
漁
業
と
当

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

漁
業
者
は
も
と
よ
り
広
く
神

奈
川
県
民
に
対
し
、
東
京
湾

並
び
に
相
模
湾
の
海
洋
環
境

の
保
全
と
水
産
資
源
を
豊
か

に
保
つ
必
要
性
を
訴
え
る
た

め
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
県
補
助
金
の
削
減
及
び

漁
業
経
営
の
不
振
と
遊
漁
者

数
の
減
少
等
か
ら
主
な
収
入

源
で
あ
る
漁
業
者
負
担
金
や

遊
漁
船
業
者
協
力
金
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
種
苗
供
給
数

も
不
安
定
で
あ
り
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
千
葉
県
か
ら

宮
崎
県
ま
で
の
各
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
、
栽
培
漁
業

協
会
、県
庁
が
参
加
す
る「
太

平
洋
南
海
域
栽
培
漁
業
推
進

協
議
会
」
を
新

た
に
設
立
し
、

広
域
に
ヒ
ラ
メ

種
苗
放
流
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年

に
引
き
続
き
緊

急
雇
用
創
出
事

業
を
受
け
稚
魚

放
流
体
験
イ
ベ

ン
ト
等
に
参
加

し
、
雇
用
を
増

や
す
事
業
を
実

施
し
、
そ
の
一

方
で
、
徹
底
し

た
経
費
の
見
直

し
を
行
い
、
効

率
的
な
協
会
運

営
に
努
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

従
来
、
全
長
七

セ
ン
チ
の
マ
ダ

イ
種
苗
を
東
京
湾
、
相
模
湾

へ
百
万
尾
を
放
流
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

補
助
金
等
の
減
少
に
よ
り
全

長
六
セ
ン
チ
以
上
の
種
苗
七

十
万
尾
の
放
流
を
目
標
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
は
従

来
、
無
償
放
流
で
全
長
六
㎝

を
十
万
尾
と
各
漁
業
協
同
組

合
や
財
団
法
人
に
有
償
で
購

入
し
て
い
た
だ
き
県
下
沿
岸

に
放
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
ヒ
ラ

メ
無
償
放
流
は
、
「
太
平
洋

南
海
域
栽
培
漁
業
推
進
協
議

会
」
の
予
算
二
百
四
十
万
円

分
と
漁
業
者
負
担
金
の
一
部

を
充
て
た
ほ
ぼ
五
万
前
後
の

尾
数
を
放
流
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
漁
業
協
同
組
合

等
に
購
入
し
て
い
た
だ
い
て

き
た
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
、
ト

ラ
フ
グ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
ア
ワ

ビ
、
ト
コ
ブ
シ
、
ク
ロ
ダ
イ
、

マ
コ
ガ
レ
イ
等
は
従
来
と
同

じ
く
、
ご
希
望
の
数
を
供
給

し
て
い
く
予
定
で
す
。
た
だ

し
、
ア
ワ
ビ
の
五
十
ミ
リ
の

種
苗
は
、
養
殖
用
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
放
流
種
苗
と

し
て
は
三
十
ミ
リ
の
種
苗
を

用
意
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
予
算

総
額
は
一
億
二
千
九
百
万
円

余
で
す
。
平
成
二
十
二
年
度

と
平
成
二
十
三
年
度
の
収
入

を
比
較
す
る
と
約
四
百
五
十

万
円
の
減
収
に
な
る
予
定
で

す
。
そ
こ
で
、
経
費
を
削
減

す
る
た
め
、
こ
の
「
さ
い
ば

い
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
を
年

四
回
か
ら
二
回
に
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
ダ
イ
の
釣
獲
状
況

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
遊
漁
船

標
本
船
に
報
償
費
を
お
支
払

い
し
て
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
記
録
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
種
苗
放
流
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
漁

業
者
、
漁
業
協
同
組
合
、
遊

漁
船
業
者
、
釣
り
人
か
ら
の

協
力
が
是
非
必
要
で
す
。
な

に
と
ぞ
、
補
助
金
が
な
く
な

る
中
で
、
強
力
な
ご
支
援
を

栽
培
漁
業
協
会
に
賜
り
ま
す

よ
う
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成２３年度予算

２３年度種苗生産・放流計画

　

三
月
十
一
日
、

宮
城
県
沖
で
の
Ｍ

９
・
０
の
地
震
に

よ
る
大
津
波
で
大

災
害
が
起
こ
り
、

多
数
の
死
者
・
行

方
不
明
者
が
出
て
、

被
災
さ
れ
た
何
十

万
人
の
方
々
が
避

難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

謹
ん
で
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

神
奈
川
県
栽
培

漁
業
協
会
で
は
、

地
震
直
後
か
ら
停
電
と
な
り
、

ア
ワ
ビ
や
マ
コ
ガ
レ
イ
等
の

種
苗
を
飼
育
し
て
い
る
池
へ

水
が
そ
の
間
停
止
す
る
こ
と

で
、
酸
素
不
足
で
斃
死
し
て

し
ま
う
こ
と
防
ぐ
た
め
、
空

主要道路を塞いだ漁船

計
画
停
電
に
よ
る

　

三
月
十

一
日
に
発

生
し
た
東

日
本
大
震

災
は
北
海

道
か
ら
神

奈
川
県
に

至
る
広
い
地
域
に

被
害
を
与
え
ま
し

た
。
特
に
岩
手
県

か
ら
福
島
県
に
か

け
て
の
惨
状
は
目

を
覆
い
た
く
な
る

ほ
ど
の
ひ
ど
い
も

の
で
し
た
▼
全
国

で
亡
く
な
っ
た
人
、

行
方
不
明
の
人
を
合
わ
せ

る
と
、
四
月
三
十
日
現
在

で
二
万
七
千
人
近
く
に
達

し
、
避
難
し
て
い
る
人
は

十
三
万
人
近
い
数
に
な
っ

て
い
ま
す
▼
東
北
か
ら
関

東
に
至
る
漁
港
・
漁
船
・

漁
村
・
水
産
流
通
施
設
が

軒
並
み
壊
滅
状
態
で
、
各

県
の
栽
培
漁
業
施
設
が
全

壊
し
、
福
島
県
で
は
栽
培

漁
業
協
会
の
職
員
六
名
の

方
々
が
現
在
、
行
方
不
明

と
な
っ
て
い
ま
す
。
三
崎

で
も
津
波
を
警
戒
し
、
一

旦
、
城
ケ
島
大
橋
の
た
も

と
の
高
地
ま
で
職
員
は
避

難
し
ま
し
た
▼
神
奈
川
県

に
お
い
て
も
、
ワ
カ
メ
養

殖
施
設
な
ど
が
被
害
を
受

け
、
大
震
災
以
降
、
魚
価

が
異
常
に
安
値
で
取
引
さ

れ
、
ま
た
、
遊
漁
船
に
は

釣
り
人
が
来
な
い
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
水
産
物
の
放
射
能

濃
度
の
検
査
を
行
な
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
▼
一
日
も
早
く
、
普

段
の
状
況
に
回
復
す
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

■基本財産運用
■会費
■事業収入
■補助金
■負担金
■協力金
■雑収入

22,380
4,230
2,966
7,298
39,041
27,199
17,134
8,000
1,030

10,640
1,000
77,489
7,016
12,982
20,126
250

■マダイ資源増大促進事業
■ヒラメ資源増大促進事業
■栽培漁業推進活動費
■緊急雇用創出事業
■種苗生産事業
■種苗斡旋事業
■管理費
■借り入れ返済
■備品購入・その他23年度支出予算

23年度収入予算

129,548
千円

（千円）

（千円）

アワビ
　〃
　〃
サザエ
マダイ
クロダイ
マコガレイ
ヒラメ
メバル
カサゴ
クロソイ
トラフグ
カワハギ

（　５㎜）
（２５㎜）
（３０㎜）
（２０㎜）
（７０㎜）
（６０㎜）
（４０㎜）
（６０㎜）
（６０㎜）
（６０㎜）
（５０㎜）
（５０㎜）
（５０㎜）

30,000個
400,000個
30,000個
250,000個
90,000尾
90,000尾
72,000尾
120,000尾
50,000尾
120,000尾

0尾
20,000尾
10,000尾

30,000個
313,100個
28,500個
210,650個
63,400尾
87,300尾
71,450尾
97,000尾
26,500尾
129,750尾
7,500尾
22,150尾
13,000尾

事業名 種苗名（サイズ） 23年度（計画） 22年度（実績）

種
苗
生
産

種
苗
供
給

今
年
度
、公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
目
指
す

平
成
23
年
度
予
算
・
事
業

補
助
金
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
経
費
見
直
し
へ

種
苗
生
産
へ
の
障
害

60％

10％

16％
8％

5％

1％

1％

129,548
千円

18％
3％

30％

21％

13％
6％

1％
6％
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ま
ぐ
ろ
千
夜
一
夜

　

平
成
二
十
二
年
度
の
財
団

法
人
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協

会
の
決
算
を
報
告
し
ま
す
。

詳
し
い
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

決
算
報
告
書
は
、
貸
借
対

照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
、
収
支
計
算
書
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
収
支
計
算
書
を
説
明
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業

活
動
収
入
の
総
額
は
一
億
三

千
七
百
五
十
二
万
三
千
四
百

二
十
円
で
し
た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
基
本
財
産

運
用
収
入
が
一
千
九
十
六
万

一
千
三
百
七
十
三
円
、
会
費

収
入
が
八
十
七
万
一
千
円
、

種
苗
生
産
事
業
と
種
苗
斡
旋

事
業
を
合
わ
せ
た
事
業
収
入

が
七
千
七
百
六
十
五
万
三
百

十
三
円
、
補
助
金
等
収
入
は
、

千
五
百
八
万
二
千
六
百
二
十

円
、
漁
業
者
等
負
担
金
と
漁

業
協
同
組
合
負
担
金
を
合
わ

せ
た
負
担
金
収
入
が
千
二
百

九
十
八
万
一
千
九
百
三
十
円
、

遊
漁
船
業
者
協
力
金
、
募
金

箱
、
マ
ダ
イ
協
力
金
等
を
合

わ
せ
た
協
力
金
等
収
入
が
千

六
百
九
十
四
万
一
千
九
百
七

十
四
円
、
雑
収
入
が
四
十
七

万
九
千
百
五
十
五
円
で
し
た
。

　

事
業
活
動
支
出
の
総
額
は
、

一
億
三
千
六
百
六
十
九
万
五

千
二
百
二
十
円
で
し
た
。

事
業
支
出
の
内
訳
は
、
マ
ダ

イ
資
源
増
大
促
進
事
業
が
二

千
四
百
万
八
千
二
百
三
円
、

ヒ
ラ
メ
資
源
増
大
促
進
事
業

が
四
百
六
十
七
万
二
千
三
百

三
十
一
円
、
栽
培
漁
業
推
進

活
動
事
業
が
四
百
七
十
八
万

六
千
七
百
六
十
五
円
、
資
源

回
復
等
対
策
事
業
が
三
百
六

十
五
万
五
千
六
百
二
十
一
円
、

雇
用
創
出
事
業
が
六
百
五
十

六
万
六
千
九
十
四
円
、
種
苗

放
流
事
業
が
二
百
八
十
六
万

二
千
百
五
十
四
円
、
種
苗
生

産
事
業
が
五
千
百
三
十
七
万

一
千
四
百
五
十
七
円
、
種
苗

斡
旋
事
業
が
二
千
二
百
七
十

万
九
千
五
百
六
十
八
円
、
管

理
費
が
八
十
九
万
一
千
二
百

二
十
七
円
で
し
た
。

　

事
業
活
動
収
支
差
額
は
二

百
五
十
五
万
五
千
五
百
五
十

五
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。

　

前
期
繰
越
収
支
差
額
が
四

百
九
十
八
万
九
千
二
百
六
十

六
円
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次

期
繰
り
越
し
収
支
差
額
は
百

七
十
七
万
二
千
八
百
十
六
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
収
支

で
特
徴
的
な
事
項
は
、
県
内
、

県
外
へ
の
種
苗
斡
旋
が
不
振
、

ま
た
、
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
の

不
調
、
協
力
金
な
ど
の
年
々

減
少
で
、
事
業
活
動
収
支
差

額
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。

2 2 年度決算

協
力
金
の
年
々
減
少
、
ア
ワ
ビ
生
産
不
調
な
ど
響
く

協
力
金
の
年
々
減
少
、
ア
ワ
ビ
生
産
不
調
な
ど
響
く

　

Ｊ
Ｆ
小
田
原
市
漁
協
の
出

口
昇
理
事
兼
参
事
が
平
成
二

十
三
年
度
の
第
二
十
六
回
漁

協
運
動
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
組
織
の

発
展
と
と
も
に
漁
獲
物
の
直

販
に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
、

漁
協
基
盤
の
強
化
な
ど
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
口
さ
ん
は
学
業
終
了
後
、

小
田
原
漁
業
協
同
組
合
に
就

職
し
二
十
二
年
間
組
合
職
員

と
し
て
漁
協
組
織
の
発
展
に

貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
田
原
地
域
の
漁
協
合
併
に

も
尽
力
し
、
現
在
の
Ｊ
Ｆ
小

田
原
市
漁
協
発
足
と
同
時
に

参
事
に
就
任
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
に
長
年
に
わ
た

る
組
合
職
員
・
役
員
と
し
て

の
経
験
か
ら
、
地
域
漁
業
に

対
す
る
豊
富
な
見
識
を
持
ち

卓
越
し
た
事
務
処
理
能
力
を

有
す
る
人
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
自
営
定
置
網

で
獲
れ
る
魚
介
類
の
た
め
の

冷
海
水
装
置
・
選
別
装
置
の

導
入
に
尽
力
し
、
さ
ら
に
、

小
田
原
港
の
朝
市
の
開
催
、

Ｊ
Ａ
直
販
所
で
の
水
産
物
直

販
で
も
現
場
で
指
揮
を
執
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
三
月
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、

高
橋
征
人
組
合
長
ら
の
指
示

の
も
と
、
他
に
先
駆
け
て
被

災
地
支
援
の
義
捐
金
集
め
に

奔
走
す
る
な
ど
の
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

出
口
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の

業
績
が
認
め
ら
れ
、
漁
船
保

険
業
務
で
水
産
庁
長
官
、
優

良
産
業
勤
労
者
と
し
て
小
田

原
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
組

合
金
融
業
務
推
進
に
貢
献
し

た
と
し
て
農
林
中
央
金
庫
・

全
漁
連
か
ら
感
謝
状
を
受
け

て
い
ま
す
。

水産物直販にも前向き、
出口理事兼参事

　

㈳
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

推
進
協
会
は
、
水
産
庁
の
委

託
を
受
け
、
水
産
生
物
の
生

態
に
配
慮
し
た
漁
場
整
備
手

法
を
開
発
す
る
た
め
、
横
須

賀
市
長
井
町
漁
業
協
同
組
合

の
地
先
で
今
年
、
メ
バ
ル
に

標
識
を
付
け
放
流
し
ま
す
。

　

マ
ル
チ
ビ
ー
ム
に
よ
り
海

底
地
形
と
メ
バ
ル
の
魚
群
の

分
布
状
況
を
測
定
し
、
計
量

魚
探
調
査
や
水
中
ビ
デ
オ
撮

影
を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
よ

り
、
マ
ル
チ
ビ
ー
ム
調
査
の

精
度
の
検
証
や
調

査
の
精
度
を
向
上

さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

メ
バ
ル
種
苗
に

は
、
ダ
ー
ト
タ
グ

を
付
け
、
岩
礁
と

ア
マ
モ
場
に
そ
れ

ぞ
れ
放
流
し
、
放

流
直
後
の
行
動
を

潜
水
に
よ
っ
て
観

察
し
ま
す
。

　

ま
た
、
成
魚
の

メ
バ
ル
に
は
腹
部

に
発
信
機
を
挿
入
し
、
調
査

海
域
周
辺
三
ケ
所
に
設
置
し

た
受
信
機
で
メ
バ
ル
の
行
動

を
追
跡
し
ま
す
。

　

こ
の
外
、
メ
バ
ル
の
胃
内

容
物
の
調
査
を
行
い
、
メ
バ

ル
の
生
態
に
合
わ
せ
た
漁
場

の
整
備
方
法
を
検
討
す
る
予

定
で
す
。

　

標
識
が
付
い
た
メ
バ
ル
を

再
捕
さ
れ
た
人
は
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

社団法人
全国豊かな海づくり推進協会
〒103-0001 
東京都中央区日本橋
　小伝馬町 ９-６松村ビル６F
電話 ０３‒５６５１‒３５０１
　　　　担当者　藤田智也氏

漁場整備手法の実験－メバルー

今
年
、長
井
町
で
実
施
へ

90,000
80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0

（千円）

■21 年度
□22年度

 基
本財
産運
用収
入

　　
　　
　 
  会
費収
入

　　
　　
　　
　 
 事
業収
入

　　
　　
　　
　 
補助
金等
収入

　　
　　
　　
　　
　　
負担
金収
入

　　
　　
　　
　　
　　
  協
力金
等収
入

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　 
雑収
入

（千円）

■21 年度
□22年度

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

マダ
イ資
源増
大促
進事
業支
出

　 
ヒラ
メ資
源増
大促
進事
業支
出

　　
　 
 栽
培漁
業推
進活
動事
業支
出

　　
　　
　　
資源
回復
等対
策事
業支
出

　　
　　
　　
　　
　　
 雇
用創
出事
業支
出

　　
　　
　　
　　
　　
  種
苗放
流事
業費
支出

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　種
苗生
産事
業支
出

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
 種
苗斡
旋事
業支
出

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
  管
理費
支出

第
16
話 

国
棄
て
　
⑧

続
　  

艫
の
オ
ン
チ
ャ
ン
航
海
記

　

（
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ‥

Ｇ
さ
ん
が
現

地
採
用
さ
れ
た
会
社
で
は
、
現
地
労
働
者
と

同
じ
扱
い
を
受
け
、
日
本
人
か
ら
仲
間
外
れ

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
有
色
人
種
や
自

分
よ
り
下
位
の
人
間
に
は
傲
慢
不
遜
で
、
欧

米
人
や
上
役
に
は
追
従
卑
屈
で
あ
る
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）

　

特
に
長
い
間
、
単
身
外
地
で
頑
張
っ
て
い

ら
れ
る
の
は
、
国
に
対
す
る
誇
り
や
自
信
の

お
陰
。
そ
れ
が
無
う
な
っ
て
は
、
後
楯
を
失

っ
た
よ
う
な
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
な
。

　

儂
ら
、
マ
グ
ロ
船
乗
り
は
、
余
ほ
ど
の
こ

と
が
な
い
限
り
、
商
社
マ
ン
と
か
領
事
館
の

役
人
と
か
、
そ
ん
な
連
中
と
は
、
会
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
会
う
て
も
、
洟
も
引
っ

掛
け
て
貰
え
ん
の
は
当
た
り
前
と
思
う
て
ま

す
の
で
、
腹
を
立
て
る
謂
れ
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ｇ
さ
ん
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
、
そ

う
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
よ
。

　

セ
イ
ロ
ン
人
の
嫁
さ
ん

　

さ
て
、
三
十
歳
の
時
、
任
地
で
あ
っ
た
モ

ル
ヂ
ブ
諸
島
の
マ
ー
レ
と
い
う
所
で
、
教
師

を
し
て
い
た
今
の
嫁
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た

ん
や
。
こ
れ
に
も
実
は
面
白
い
話
が
仰
山
あ

る
ら
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
脇
へ
置
い
と

い
て
、
話
を
先
に
進
め
ま
す
が
、
こ
の
セ
イ

ロ
ン
人
の
嫁
さ
ん
を
貰
う
た
こ
と
が
、
後
に

な
っ
て
日
本
を
棄
て
る
原
因
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
よ
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
モ
ル
ヂ
ブ
と
い
う
の
は
、

セ
イ
ロ
ン
島
の
西
約
五
百
四
十
浬
に
あ
り
、

二
百
以
上
の
珊
瑚
の
島
々
か
ら
な
っ
て
お
り
、

首
都
は
マ
ー
レ
。
コ
コ
ナ
ツ
椰
子
の
産
地
と

し
て
、
セ
イ
シ
ェ
ル
諸
島
と
同
じ
く
ら
い
の

有
名
な
所
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
近
く
は
、
儂

ら
に
と
っ
て
も
、
え
え
漁
場
で
、
当
時
、
何

度
も
操
業
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

え
ば
、
島
に
近
付
く
と
、
椰
子
の
緑
一
杯
や

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
な
ぁ
。

　

卑
劣
な
会
話

　

結
婚
後
ほ
ど
な
く
Ｇ
さ
ん
は
、
今
度
は

東
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
の
コ
ン
パ
サ
に
駐

在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
こ

で
、
内
地
か
ら
出
張
し
て
く
る
上
役
や
役

人
の
接
待
で
、
不
快
な
思
い
が
頂
点
に
達

し
た
ら
し
い
で
す
。

　

そ
ん
な
或
る
日
、
外
で
用
を
済
ま
せ
て

事
務
所
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
所
長
室
か
ら
談
笑
す

る
声
が
聞
こ
え
た
ん
で
す
。
聞
く
と
も
な
し
に
聞

い
て
い
た
ら
、
ど
う
も
自
分
の
こ
と
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
あ
奴
は
、
ど
ん
な
心
算
で
黒
ン
ボ
女
な
ん
ぞ
女

房
に
し
た
か
知
ら
ん
が
、
も
う
出
世
の
望
み
は
な

い
な
ぁ
」
と
、
誰
か
が
言
う
ん
で
す
。

　

す
る
と
別
な
一
人
が

　

「
黒
ン
ボ
女
な
ら
、
金
さ
え
出
せ
ば
幾
ら
で
も

買
え
る
の
に
、
奴
さ
ん
も
モ
ノ
好
き
な
男
で
す

な
」

　

す
か
さ
ず
も
う
一
人
が

　

「
ア
ノ
方
の
具
合
が
余
ほ
ど
良
く
っ
て
、
他
人

に
は
や
ら
せ
た
く
な
い
の
で
、
自
分
の
嫁
に
し
て

し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　

な
お
、
他
に
も
聞
く
に
堪
え
な
い
よ
う
な
卑
猥

な
冗
談
に
興
じ
合
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

Ｇ
さ
ん
は
、
怒
り
の
た
め
体
が
震
え
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
効
か
な
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

思
わ
ず
、
所
長
室
の
ド
ア
を
蹴
り
開
け
、
飛
び

込
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
に
は
、
所
長
と
二
人
の
所
員
が
居
た
の
で

す
が
、
そ
の
驚
い
た
様
子
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
一
人
が
虚
勢
を
張
っ
て

　

「
キ
、
君
、
失
礼
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
乱
暴
な

態
度
は
何
だ
！
」

　

震
え
声
で
言
っ
た
そ
う
で
す
。

　

Ｇ
さ
ん
が
、
合
気
道
や
居
合
道
の
有
段
者
で
あ

る
こ
と
は
、
皆
知
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
さ
ん
に
は
、
幾
つ
も
の
武
勇
伝
が
あ
っ
て
、

有
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
臆
病
者
の
彼
ら
は
、

怒
髪
天
を
衝
く
Ｇ
さ
ん
の
見
幕
に
、
恐
れ
戦
い
た

で
し
ょ
う
よ
。
構
わ
ず
に
Ｇ
さ
ん
は
、
所
長
と
二

人
の
所
員
を
、
顔
が
曲
が
る
ほ
ど
殴
り
付
け
、
や

っ
と
溜
飲
を
下
げ
、
そ
の
ま
ま
事
務
所
を
飛
び
出

し
、
そ
れ
っ
き
り
、
と
い
う
こ
と
で
す
わ
。

　

後
悔
は
全
く
な
し

　

家
に
帰
っ
て
、
女
房
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
大
層
喜
ん
で
く
れ
、
彼
女
の
親
が
居
る
コ
ロ

ン
ボ
へ
ひ
と
ま
ず
帰
り
、
後
の
身
の
振
り
方
を
考

え
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）  
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今
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
北

海
道
か
ら
神
奈
川
県
ま
で
の

広
い
地
域
に
被
害
を
与
え
ま

し
た
。
特
に
岩
手
、
宮
城
、

福
島
県
で
は
未
曽
有
の
大
被

害
と
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な

っ
た
人
や
行
方
不
明
に
な
っ

た
人
も
多
く
、
ま
た
、
町
が

消
え
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
生
活
基
盤
を

失
っ
た
人
も
多
く
、
復
旧
・

復
興
の
め
ど
さ
え
立
た
な
い

で
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ

ん
な
中
で
、
全
国
で
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県

で
も
三
月
十

八
日
に
遠
洋

漁
業
実
習
船

「
湘
南
丸
」
に
医
薬
品
な
ど

を
積
ん
で
福
島
県
の
い
わ
き

市
に
派
遣
し
ま
し
た
。
同
月

十
九
日
に
は
三
崎
港
か
ら
自

転
車
、
水
、
ミ
ル
ク
、
米
な

ど
を
積
ん
だ
支
援
船
が
気
仙

沼
に
向
か
い
ま
し
た
。
帰
航

す
る
実
習
船
「
青
森
丸
」
に

託
し
て
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
が
八
戸
市
に
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

三
崎
朝
市
協
同
組
合
は
三

月
二
十
日
、
気
仙
沼
の
漁
船

が
三
崎
港
で
水
揚
し
た
メ
カ

ジ
キ
を
購
入
し
、
解
体
販
売

し
売
上
金
を
義
捐
金
と
し
て

送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
組
合
は
支
援
を
一
過

性
の
も
の
に
し
て
は
い
け
な

い
と
、
支
援
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
り
朝
市
で
募
金
し
て
く
れ

た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

　

小
田
原
市
漁
協
は
港
の
朝

市
や
農
協
直
販
所
、
ア
ジ
ま

つ
り
の
買
い
物
客
に
募
金
を

お
願
い
し
、
神
奈
川
県
し
ら

す
船
曳
網
漁
業
連
絡
協
議
会

は
茨
城
県
や
福
島
県
の
同
業

者
に
義
捐
金
を
送
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
金
田
湾
朝
市
、
鎌

倉
漁
協
・
葉
山
町
漁
協
朝
市

で
は
売
上
の
一
部
、
小
坪
漁

協
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
会

神
奈
川
県
下
の
漁
協
・
水
産
団
体
な
ど
に

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
支
援
の
輪
広
が
る

募金に協力する買い物客

被災支援ステッカー

　

「
さ
い
ば
い
ニ
ュ
ー
ス
」

九
十
一
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
太
平
洋
南
海
域
栽
培
漁

業
推
進
協
議
会
の
事
業
が
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
静

岡
県
、
高
知
県
、
大
分
県
、

宮
崎
県
の
関
係
六
県
の
行

政
・
水
産
試
験
場
、
漁
連
等

漁
業
者
団
体
、
栽
培
漁
業
関

係
法
人
の
参
加
の
も
と
広
域

種
資
源
造
成
検
討
会
を
六
月

に
開
催
し
ま
す
。
関
係
機
関

が
連
携
し
て
広
域
種
で
あ
る

ヒ
ラ
メ
の
資
源
造
成
型
栽
培

漁
業
を
展
開
す
る
た
め
、
過

去
に
実
施
し
た
放
流
場
所
、

放
流
時
期
、
放
流
方
法
に
考

慮
し
事
業
目
標
の
も
と
に
、

具
体
的
な
種
苗
生
産
・
放
流

計
画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法

及
び
漁
業
管
理
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

放
流
効
果
把
握
の
た
め
、

千
葉
県
〜
宮
崎
県
の
主
要
市

場
で
漁
獲
物
の
買
上
げ
等
を

行
い
、
放
流
魚
の
把
握
及
び

漁
獲
量
の
情
報
を
収
集
す
る

他
、
他
事
業
で
得
ら
れ
た
調

査
結
果
も
活
用
し
て
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果
を
検
討
し
ま
す
。

　

太
平
洋
南
海
域
で
は
約
三

百
万
尾
の
放
流
を
予
定
し
、

栽
培
漁
業
協
会
は
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
精
卵
を

譲
り
受
け
、
民
間
業
者
に
種

苗
生
産
を
委
託
し
、
六
〜
七

月
に
適
地
に
全
長
六
十
㎜
種

苗
約
五
万
尾
を
放
流
す
る
予

定
で
す
。

　

放
流
効
果
と
資
源
造
成
状

況
を
把
握
す
る
た
め
こ
れ
ま

で
同
様
、
水
産
技
術
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
県
下
各
地
の
魚

市
場
で
ヒ
ラ
メ
の
体
長
や
天

然
魚
か
放
流
魚
か
の
判
別
を

す
る
た
め
測
定
を
し
ま
す
。

　

千
葉
県
〜
宮
崎
県
の
六
県

は
、
親
魚
量
の
維
持
・
増
大

と
資
源
の
有
効
利
用
の
観
点

か
ら
、
全
長
二
十
〜
三
十
五

㎝
未
満
魚
採
捕
の
自
粛
及
び

再
放
流
の
励
行
に
務
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
稚
貝
は
、
放
流

後
に
は
カ
ジ
メ
の
幼
体
や
小

型
海
藻
、
発
芽
し
た
海
藻
な

ど
を
食
べ
て
成
長
し
て
い
ま

す
。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
摂

食
量
が
増
す
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
型
海
藻
を
必
要

と
し
ま
す
。
大
型
海
藻
は
、

主
と
し
て
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ

の
葉
が
千
切
れ
て
、
海
底
付

近
を
漂
う
寄
り
藻
が
主
体
で

あ
り
、
こ
れ
を
ア
ワ
ビ
が
食

べ
る
機
会
が
増
え
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
寄

り
藻
が
流
れ
て
留
ま
る
場
所

が
ア
ワ
ビ
稚
貝
の
放
流
に
適

し
た
場
所
と
言
え
ま
す
。

　　

ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
は
多
年

藻
で
す
。
普
通
、
三
年
か
ら

五
年
間
は
生
き
て
い
ま
す
。

三
浦
半
島
や
真
鶴
沿
岸
の
水

深
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
二
〜

十
五
メ
ー
ト
ル
の
岩
礁
地
域

で
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
七
本
ぐ
ら
い
が
生
え
て

い
て
、
海
中
林
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
海
中
林
は
、
茂

り
過
ぎ
る
と
光
が
海
底
ま
で

届
か
ず
、
下
草
が
生
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
若
い
ア
ラ
メ
・

カ
ジ
メ
も
生
え
に
く
く
な
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
光
を
海

底
に
届
け
る
た
め
に
間
引
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

間
引
き
に
よ
っ
て
磯
根
の

活
力
が
維
持
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
方
法
は
杉
、
檜
な
ど

の
造
林
と
同
じ
で

あ
り
、
磯
の
手
入

れ
と
し
て
、
か
つ

て
は
浜
ご
と
の
共

同
作
業
と
し
て
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
人

手
不
足
で
現
在
は
な
か
な
か

こ
の
共
同
作
業
を
行
っ
て
い

る
浜
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
磯
根
資

源
を
増
や
す
た
め
に
は
必
要

な
作
業
で
す
。

　

ア
ワ
ビ
は
ど
ん
な
所
に
い

て
ど
の
よ
う
に
獲
っ
て
い
る

か　
　

　

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
東
北
沿
岸

の
比
較
期
浅
い
岩
場
で
漁
獲

さ
れ
て
い
て
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
、

メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
、
マ
ダ
カ
ア

ワ
ビ
の
三
種
は
、
水
深
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
十

メ
ー
ト
ル
に
漁
場
が
あ
り
ま

す
。

　

ク
ロ
ア
ワ
ビ
は
水
深
五
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
海
底
の
岩

盤
に
あ
る
棚
の
奥
や
大
き
な

礫
の
下
に
い
ま
す
。

　

メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
は
、
水
深

一
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
、
マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ

は
水
深
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
三

十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
い
ま

す
。

　

マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
は
岩
盤
や

大
礫
の
表
面
に
多
く
い
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
獲
り
方
は
基
本

的
に
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
は
潜
水
し
て
獲
る
方

法
で
す
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜

水
器
を
付
け
て
長
時
間
連
続

し
て
ア
ワ
ビ
を
獲
る
方
法
で

す
。
暖
海
域
で
は
素
潜
り
で

獲
る
方
法
が
あ
り
、
息
継
ぎ

の
長
い
人
で
二
〜
三
分
間
、

ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
を
探
す
た

め
海
中
を
泳
ぎ
ま
す
。

　

浜
で
は
、
海
女
と
男
が
潜

り
を
行
う
海
士
に
分
か
れ
て

い
て
、
神
奈
川
県
で
は
、
真

鶴
か
ら
江
之
浦
に
か
け
て
海

女
が
三
浦
半
島
で
は
海
士
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
素
潜
り
は
、
手

に
ア
ワ
ビ
起
し
の
金
具
、
漁

獲
物
を
入
れ
る
ス
カ
リ
を
持

ち
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
て

行
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
を
整

え
て
、
目
指
す
海
底
の
ア
ワ

ビ
の
す
み
場
に
真
っ
直
ぐ
潜

っ
て
、
ア
ワ
ビ
を
探
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

岩盤の表面のアワビ 覗突き漁

さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

⑪

㈶
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

　神奈川県しらす船曳網漁業連絡協議会は「湘南しらす」
のテーマソング「しらすＭＹ ＬＯＶＥ」のＣＤを作成し
て会員の直販所に配布しました。
　「しらす しらす しらす ＭＹ ＬＯＶＥ 湘南しらすは世
界一」ではじまるハワイアン風の軽快で親しみやすいメロ
ディーです。

湘南しらすテーマソング「しらすＭＹ ＬＯＶＥ」

　協議会では、「湘南し
らす」の美味しさとシラ
スが体に良い食品である
ことを知ってもらい、シ
ラスの魚食普及・拡大に
つなげようと、このテー
マソングを作り、ＰＲし
ていくことにしたもので、
会員もいつの間にか口ず
さんでいるほど、なじん
でいるそうです。　　　
　　　　　　　

「しらす ＭＹ ＬＯＶＥ」ＣＤ

の
売
上
の
一
部
を
送

り
、
神
奈
川
県
漁
業

士
会
は
千
葉
県
漁
業

士
会
に
義
捐
金
を
送

る
こ
と
を
決
め
、
平

塚
新
港
地
ど
れ
魚
直

売
会
は
売
り
上
げ
の

一
部
を
義
捐
金
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

事業をスタートへ事業をスタートへ
ヒラメ資源造成型
栽培漁業展開のために

太平洋南海域
栽培漁業推進
協議会

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し

た
福
島
原
発
の
事
故
は
、
神

奈
川
県
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
水
産
庁
は
五

月
六
日
、
「
水
産
物
の
放
射

性
物
質
検
査
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
作
成
、
検
査
を
強

化
す
る
こ
と
で
安
全
・
安
心

の
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
で
は
「
神
奈
川
県―

福
島
県
南
部
」
と
「
福
島
県

北
部
以
北
」
に
分
け
、
海
域

を
定
め
て
主
要
水
揚
げ
港
で

検
査
を
実
施
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
に
神
奈
川

県
も
検
査
地
域
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
神
奈
川
県
で
は
県

内
で
生
産
さ
れ
た
ナ
マ
コ
、

マ
ア
ジ
、
マ
サ
バ
、
ゴ
マ
サ

バ
な
ど
水
産
物
の
放
射
能
濃

度
の
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

四
月
二
十
六
日
の
発
表
だ
と

「
測
定
値
は
い
ず
れ
も
食
品

衛
生
法
上
の
暫
定
基
準
値
を

下
回
る
も
の
で
、
食
べ
て
も

健
康
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
消
費

者
の
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て

の
心
配
を
完
全
に
払
し
ょ
く

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
水

産
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
県

内
産
の
お
茶
か
ら
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
は
「
神
奈
川
県
産
の

農
水
産
物
は
大
丈
夫
か
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
神
奈
川

県
産
水
産
物
に
対
す
る
「
風

評
被
害
」
に
も
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

漁
業
者
が
必
死
に
な
っ
て

生
産
し
て
い
る
魚
介
類
で
す
。

消
費
者
の
不
安
が
一
日
も
早

く
取
り
除
か
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

沿
岸
に
つ
い
て
は
神
奈
川
県
も
範
囲
に

水
産
庁
が
放
射
性
物
質
検
査
を
強
化
へ
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ぶ
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ど
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ぶ
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穴
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丼
」な
ど
が
人
気

2011 年（平成 23年）６月１日 第92号

編
集
後
記

朝市・直販所めぐり

　

一
本
釣
り
、
刺

網
、
潜
水
な
ど
の

漁
業
で
自
分
が
漁

獲
し
た
イ
カ
、
サ

バ
、
ア
ジ
、
カ
ツ

オ
、
サ
ザ
エ
、
ア

ワ
ビ
、
イ
セ
エ
ビ

な
ど
の
魚
介
類
を

活
魚
、
鮮
魚
、
沖

漬
け
、
干
物
で
販

売
す
る
「
漁
師
の

直
売
店
」
が
横
須

賀
市
長
井
町
に
今

年
三
月
下
旬
誕
生
し
ま
し
た
。

　

長
井
町
漁
協
所
属
の
鈴
木

直
樹
さ
ん
が
経
営
す
る
「
長

井
港　

竜
海
丸
直
売
所
」
で

す
。
四
季
折
々
の
長
井
の
地

魚
を
消
費
者
に
漁
師
な
ら
で

は
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格

で
直
接
販
売
し
「
旬
の
美
味

し
さ
を
堪
能
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
始
め
た
直
売
店
で
す
。

　

中
で
も
人
気
な
の
が
活
き

た
ま
ま
加
工
し
て
真
空
パ
ッ

ク
し
た
ス
ル
メ
イ
カ
で
す
。

ま
た
、
釣
れ
上
が
っ
て
き
た

イ
カ
を
船
上
で
タ
レ
に
漬
け

込
ん
だ
「
沖
漬
け
」
も
絶
品
、

と
消
費
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
潜

水
漁
業
で
は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ

エ
を
漁
獲
し
て
水
槽
に
入
れ

て
生
き
た
ま
ま
販
売
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ゆ
で
た
て
を

真
空
パ
ッ
ク
し
た
生
ワ
カ
メ
、

茎
ワ
カ
メ
、
乾
燥
ワ
カ
メ
も

販
売
し
て
お
り
、
風
味
豊
か

な
「
地
」
の
水
産
物
が
買
え

る
と
評
判
で
す
。

漁師の直売所「竜海丸」

【アクセス】東京・横浜方面から、徒歩なら京急三崎口駅下車、バス
で荒崎行きに乗り「番場」下車。車なら横浜横須賀道路を衣笠ＩＣ
で降り、三浦縦貫道路に入り料金所を過ぎ、国道１３４号線を左折し
すぐ、「荒崎入口」を右折、道なりに来て長井・新宿港そば。
〒238-0316 横須賀市長井5-34-2  TEL 0 4 6 ‒ 8 5 6 ‒ 3 4 8 3

　

神
奈
川
・
Ｊ
Ｆ
横
浜
市
漁

協
は
四
月
二
十
二
日
、
柴
漁

港
に
同
漁
協
所
属
船
が
漁
獲

す
る
江
戸
前
の
ア
ナ
ゴ
な
ど

を
使
っ
た
食
堂
「
小
柴
ど
ん

ぶ
り
や
」
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
五
月
六
日
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
以
後

毎
週
金
曜
日
か
ら
日
曜
日
の

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
初
日
、
空

い
て
い
る
う
ち
に
と
早
め
に

食
べ
始
め
た
同
漁
協
の
小
山

紀
雄
組
合
長
、
直
後
、
お
客

さ
ん
が
詰
め
か
け
、
「
組
合

長
、
忙
し
い
の
に
食
べ
て
い

る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
で
す

よ
」
と
発
破
？
を
か
け
ら
れ

る
ほ
ど
、
幸
先
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

同
漁
協
所
属
船
が
漁
獲
す

る
ア
ナ
ゴ
や
シ
ャ
コ
は
江
戸

前
の
魚
と
し
て
人
気
が
高
く
、

ほ
と
ん
ど
が
築
地
な
ど
の
消

費
地
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い

い
ま
す
。
こ
の
た
め
地
元
の

人
た
ち
か
ら
「
目
の
前
の
海

で
獲
れ
る
魚
が
食
べ
た
い
」

と
い
う
声
が
上
が
り
、
そ
れ

な
ら
「
地
の
魚
の
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
漁

師
食
堂
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
「
穴
子
丼
」

「
四
色
丼
」「
三
色
丼
」「
か

き
揚
げ
丼
」
で
す
。
ア
ナ
ゴ

が
主
体
で
す
が
、
「
資
源
が

元
に
戻
っ
た
ら
、
シ
ャ
コ
丼

も
提
供
し
た
い
」
と
小
山
組

合
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

オ
�
プ
ン

オ
�
プ
ン

オ
�
プ
ン

穴子丼

小柴の「どんぶりや」

美味しい！

　

今
年
度
も
県
下
の
海
に
放

流
す
る
マ
ダ
イ
の
種
苗
生
産

が
始
ま
り
ま
し
た
。
夏
に
な

る
と
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
を
見
こ
し
て
、
例
年
よ

り
半
月
ほ
ど
早
く
生
産
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
マ
ダ
イ
種
苗
生

産
計
画
は
七
十
万
尾
で
す
。

夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
る
と
、
飼

育
水
槽
へ
の
給
水
が
で
き
な

く
な
り
、
マ
ダ
イ
の
稚
魚
を

育
て
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

た
め
、
早
め
に
種
苗
を
生
産

し
、
小
網
代
湾
の
生
簀
へ
の

「
沖
出
し
」
も
半
月
程
度
早

く
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
協
会
は
毎
年
百

万
尾
の
マ
ダ
イ
種
苗
を
相
模

湾
、
東
京
湾
の
適
地
に
放
流

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

県
下
の
魚
市
場
に
水
揚
げ
さ

れ
る
マ
ダ
イ
の
四
割
以
上
が

種
苗
放
流
し
た
マ
ダ
イ
が
大

き
く
育
っ
て
漁

獲
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。

　

し
か
し
、
マ

ダ
イ
の
種
苗
生

産
放
流
事
業
を

行
な
う
補
助
金

な
ど
が
減
少
し

た
た
め
、
今
年

度
は
七
十
万
尾

の
放
流
に
な
り

ま
す
。

マダイ受精卵

マダイの種苗生産
半月ほど早く開始

　

小
田
原
市
漁
協
は
四
月
二

十
九
日
、
小
田
原
魚
市
場
で

第
三
回
「
ア
ジ
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

を
兼
ね
て
実
施
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
そ
の
日
水
揚
げ
さ

れ
え
た
格
安
の
ア
ジ
を
買
お

う
と
長
い
列
を
作
り
、
大
震

災
被
災
者
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
「
イ
シ
ダ
イ
す
く
い
」
に

参
加
し
た
り
、
同
漁
協
女
性

部
が
無
料
提
供
し
た
「
カ
ニ

汁
」
に
舌
鼓
を
打
ち
、
次
々

に
募
金
し
ま
し
た
。

　

同
漁
協
の
高
橋
征
人
組
合

長
は
「
組
合
自
営
の
定
置
網

で
獲
っ
た
ア
ジ
の
買
い
物
な

ど
を
楽
し
み
、
三
月
十
一
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
応
援
の
募
金
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
主
催
者
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

加
藤
憲
一
小
田
原
市
長
は

「
私
た
ち
が
元
気
で
な
け
れ

ば
支
援
は
で
き
な
い
、
と
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」
、
米
山
典
行

小
田
原
魚
市
場
社
長
は
「
魚

市
場
と
し
て
も
可
能
な
限
り

協
力
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
は
一
時
間
も
し
な
い

で
売
り
切
れ
、
同
漁
協
女
性

部
は
ア
ジ
天
ぷ
ら
・
フ
ラ
イ

な
ど
を
そ
の
場
で
揚
げ
、
神

奈
川
県
漁
連
は
海
藻
類
を
販

売
し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
相
模
湾
試

験
場
は
、
定
置
網
の
模
型
を

展
示
し
過
去
の
大
漁
時
の
操

業
の
様
子
を
放
映
し
ま
し
た
。

朝獲れアジに長い列

東
日
本
大
震
災
支
援
特
別
企
画
と
し
て

小
田
原
市
漁
協                         

第
三
回「
ア
ジ
ま
つ
り
」開
催

「
ア
ジ
ま
つ
り
」開
催

訂
正　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
の
第
九
十
一
号
二
面
の
漁
業

士
認
定
書
授
与
式
の
記
事
で
「
み
う
ら
漁
協
所
属
の
田
村
繁
、
」

と
あ
り
ま
し
た
の
は
「
み
う
ら
漁
協
所
属
の
田
村
繁
樹
」
氏
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
特
に
岩

手
県
か
ら
福
島
県
に
か
け
て

大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
被
害
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
大
津
波
が
沿
岸

各
地
の
人
々
や
家
屋
を
壊
滅

状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
水
産
施
設
も
破
壊
さ

れ
尽
く
し
、
各
県
の
栽
培
漁

業
関
連
施
設
も
ほ
と
ん
ど
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

海
沿
い
に
住
む
本
県
の
漁

業
者
や
水
産
関
係
者
は
他
人

ご
と
で
は
な
い
と
震
災
直
後

か
ら
被
災
地
支
援
の
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
復

興
に
は
数
年
は
掛
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
支
援
が
息

の
長
い
も
の
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん

自分で獲った魚を活魚・鮮魚・加工して売る

横須賀市・長井港の竜海丸直売所




